（様式８―①）　　　　　　　　　質問項目と選択肢の提案
〇仕様書の「４．在宅の定義」と「５．在宅医療の需要の考え方」を踏まえた上で、仕様書の質問事項(a)～(d)に示した内容を明らかにできるような質問項目と選択肢を提案すること。
〇提案にあたっては「①入所施設以外の事業所に勤務する介護支援専門員への質問項目と選択肢」と「②入所施設（特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・介護医療院）に勤務する介護支援専門員への質問項目と選択肢」に分けて提案すること。

	①入所施設以外の事業所に勤務する介護支援専門員への質問項目と選択肢
＜対象となる利用者像＞（仕様書の「５．在宅医療の需要の考え方」より）
・在宅で過ごしており在宅医療を希望しているが受けていない方、介護支援専門員から見て必要だと考えられるが受けていない方

・急性期疾患等で入院中だが、在宅に戻りたいと考えている方

	(a) 現状 （在宅医療の受療状況）･･･在宅医療を受けている方はどのくらいいるのか（実人数と割合）


	(b)在宅医療の需要･･･在宅医療を希望しているが受けていない方、介護支援専門員から見て必要だと考えられるが受けていない方はどのくらいいるのか（実人数と割合）


	(c)在宅医療の阻害要因･･･在宅で過ごしているが在宅医療を受けていない要因、在宅に戻りたいが　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　戻ることができない要因（入院中の方）
※選択肢の提案にあたっては、地域包括ケアシステムの考え方を踏まえた上で、療養者側の要因と医療提供者側の要因の両方が含まれるようにすること。


	(d)在宅医療の推進に寄与する事項で、本調査の目的を達成するため介護支援専門員に調査すべきと提案者が考える項目･･･例）ACPの実施状況、ICTの活用状況


（様式８－②）　　　　　　　質問項目と選択肢の提案（続き）
	②入所施設（特養・老健・介護医療院）に勤務する介護支援専門員への質問項目と選択肢
＜対象となる利用者像＞（仕様書の「５．在宅医療の需要の考え方」より）
特養・老健・介護医療院に入所しているが、在宅に戻りたいと希望している方

	(b)在宅医療の需要･･･今後在宅に戻りたいと希望している方はどのくらいいるのか（実人数と割合）


	(c)在宅医療の阻害要因･･･在宅に戻りたいが戻ることができない要因
※選択肢の提案にあたっては、地域包括ケアシステムの考え方を踏まえた上で、療養者側の要因と医療提供者側の要因の両方が含まれるようにすること。
※入所施設の利用方法として短期的な利用と長期的な利用が想定されるが、短期的な利用と長期的な利用では施設を利用する理由や利用者を取り巻く環境が異なると考えられる。短期的な利用と長期的な利用の違いを明確にできるような質問項目と選択肢を提案すること。


	(d)在宅医療の推進に寄与する事項で、本調査の目的を達成するため介護支援専門員に調査すべきと提案者が考える項目･･･例）ACPの実施状況、ICTの活用状況



※入所者へは原則訪問診療を提供できないため、(a) 現状 （在宅医療の受療状況）に関する質問項目は除く（特別養護老人ホームの場合、死亡日から遡って30日以内の患者、末期の悪性腫瘍の患者に限り訪問診療の提供が可能だが、本調査は在宅に戻ることができているかに重点を置いているため、当該ケースは本調査から除く）。
※枚数に応じて、様式番号に枝番をつけること。
